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す
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回
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外
務
省
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
状
況
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
〇
二
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
四
八
号
）
を
踏

ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
渡
る
、
外
務
省
全
体
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
枚
数
、
合

計
金
額
等
、
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
三
年

間
の
タ
ク
シ
ー
券
に
よ
る
支
払
金
額
は
、
約
六
億
六
千
六
百
万
円
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
右
三

年
度
に
お
け
る
同
省
の
タ
ク
シ
ー
券
使
用
状
況
に
つ
き
、
年
度
ご
と
の
支
払
金
額
、
使
用
枚
数
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
そ
の
作
業
に
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
答
弁
の
延
期
に
応
じ
る
こ
と
は
十
分
に

可
能
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
渡
る
、
外
務
省
の
課
ご
と
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
枚

数
、
合
計
金
額
等
、
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答

弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
四
八
号
）
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
は
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
お
け
る
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

一



た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
右
の
三
年
度
に
お
い
て
、
同
省
が
予
算
の

概
算
要
求
を
す
る
際
、
ど
の
様
な
根
拠
に
基
づ
い
て
タ
ク
シ
ー
券
に
係
る
予
算
の
要
求
を
し
て
い
た
の
か
。
同
省
に
お
い
て

必
要
と
す
る
タ
ク
シ
ー
券
に
係
る
予
算
を
、
ど
の
様
な
裏
づ
け
資
料
を
基
に
要
求
し
て
い
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

右
の
三
年
度
に
渡
る
、
同
省
の
局
ご
と
の
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
枚
数
、
合
計
金
額
等
、
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

四

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
外
務
省
職
員
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
券
の
不
適
正
な
使
用
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
が
右
の
様
に
認
識
し
て
い
る
の
は
、
同
省
と
し
て
、

同
省
職
員
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
券
使
用
の
実
態
に
つ
き
、
何
ら
か
の
調
査
を
把
握
し
た
上
で
の
も
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
答
弁
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
あ
る
「
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
調
査
」
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
�
「
調
査
」
が
行
わ

れ
た
期
間
、
�
「
調
査
」
を
担
当
し
た
外
務
省
の
部
署
及
び
担
当
責
任
者
の
官
職
氏
名
、
�
「
調
査
」
の
対
象
と
な
っ
た
外

務
省
職
員
の
官
職
氏
名
、
�
「
調
査
」
を
記
録
し
た
文
書
の
有
無
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

当
方
は
、
具
体
的
な
官
職
氏
名
と
共
に
、
過
去
に
あ
る
外
務
省
職
員
が
、
職
務
自
体
は
タ
ク
シ
ー
券
が
支
給
さ
れ
る
午
前

二



零
時
三
十
分
前
に
既
に
終
了
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
省
内
に
留
ま
る
、
ま
た
は
途
中
外
出
す
る
等
の
方
法

で
時
間
を
稼
ぎ
、
午
前
零
時
三
十
分
に
な
る
の
を
見
計
ら
い
、
タ
ク
シ
ー
券
を
使
用
す
る
と
い
う
、
タ
ク
シ
ー
券
を
無
駄
遣

い
し
て
い
た
具
体
的
事
例
を
把
握
し
て
い
る
。
四
の
答
弁
に
あ
る
様
に
、
同
省
と
し
て
右
の
様
な
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い

と
す
る
の
は
、
四
で
触
れ
た
「
調
査
」
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
同
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


